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データ活用体制構築支援サービス

ビジネスにおけるデータ活用レベル向上の難しさ
AI・ML・IoT 関連技術の発展、データ活用に対する経営層の関心の高まり、データ活用能力の差による競合間格差の広がり等を受け、ビジネスにおける
データ活用レベルの向上は、昨今緊要な経営課題となっています。
しかしながら、企業におけるデータ活用レベル向上への取り組みは、経営層、プロジェクト管理者、ならびに業務に直接従事する現場社員それぞれの
立場において、困難が伴います。

Data Analytics Advisory Services      

従来サービスの限界とアビームコンサルティング独自のアプローチの優位性
アビームコンサルティングでは、ビジネスに本質的な
価値をもたらす成果を創出するためには、 ｢分析スキル
の向上｣と｢データ活用体制の構築｣の両方に取り組む
ことが切要であると考えています。
従来のコンサルティングサービス等が｢企業BI力｣を
高める成果まで至らない要因は、｢分析スキル｣｢データ
活用体制｣のいずれかに焦点を当てた、部分的な
ソリューションであることに起因します。
アビームコンサルティングでは、それら2つの取り組み
を並行して推進することにより、お客さまの組織に
おけるデータ活用レベルの向上を支援します。

段階的な成果とプロジェクト推進イメージ
アビームコンサルティングでは、個々の企業の実情に鑑み、実効性をともなう段階的な成果を目指します。
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何から手をつけて良いか分からない
（データ分析の位置づけの整理、目標・道筋の構築が困難）

分析システム基盤の全体像を理解することが困難
プロジェクトを牽引できる経験豊富なリーダの不在

分析業務に精通した人材の不足
業務設計・分析実行・結果の活用・効果検証のノウハウが不足

データ活用レベルの
向上における役割
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アビームコンサルティングでは、経営戦略に鑑みて、部門ごとに実施している各種データ分析業務を一括管理する組織体制を構築することにより、
｢戦略実現性の向上｣と｢データ活用レベルの向上｣を同時に実現することを目指します。

経営戦略の実現性を高めるデータ活用組織の構築

ブラックボックス化しないAI/MLの活用
人工知能（AI）/機械学習（ML）の業務活用は、可読
性が低下やすいのが一般的です。アビームコンサル
ティングでは、製品／サービス／業務のライフサイクル
にインテリジェンス・サイクル※を融合した、ホワイトボッ
クスなAI/ML活用アプローチを提供します。

人工知能（AI）/機械学習（ML）の活用において、「データがあれば、AI/MLが自動で知見を導いてくれる」といったイメージが先行していますが、
AI/MLを課題に合わせて制御する、という視点が不可欠です。

AI/MLを活用した課題解決アプローチの例
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収益性向上のための各種分析を実施

経営企画 人 事 経 理

事業を支えるための各種分析を実施

各部門で個別に実施している分析業務を一括管理
戦略実現性の向上、ならびにデータ活用レベルの高度化を推進
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※｢インテリジェンス・サイクル｣：政策決定者からの要求を受けて情報を
収集および分析し、行動を起こすために必要な情報（インテリジェンス）
を生産する一連の営みのこと。

SCM マーケ/販売 サービス

データの構造化

解析結果を現場業務・システムに
組み込み、継続的な改善サイクルを
回す。

展開／高度化 現状把握／仮説の構築

さまざまなアルゴリズムの組み合わ
せや独自のチューニング技術によ
り結果を抽出。

特徴抽出・予測分析

ISO等の国際規格や機械工学の
応用知見等にもとづきデータを構
造化。

現場実務担当者の経験や知見と
いった現場目線を踏まえてデータ
を解釈し仮説を構築。

データの構造化

課題の選定 パイロットテスト

AI/MLの特徴を踏まえて
AI/ML技術が解決に有効
な課題を選定する。

小規模な検証環境によって
課題が想定通りに解決しう
るか検討する。

パイロットテストの結果をもとに
当初の想定を修正し、適切な
ツールを選定する。

検討結果をもとに課題への
アプローチとなるようシステム
に落とし込む。

適切なAI/MLツールの
選定 システム化

スロットカー運転の最適化
 • ”良い運転”とは何か？
 • ”良い運転”を再現するには？
    をデータから捉える。

• 電圧制御により、運転状態を
   表現できるか？
• 電圧の最適化=運転の最適化
   といえるか？

本展示では、
 • 結果生成の早さ
 • 変数の影響の可読性のため
    SAP Predictive Analytics®
    を選定。

得られた知見をもとに、
運転最適化を支援する
見える化システムを構築。
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